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:三宮町長

無
投
票
で
再
選

任
期
満
了
に
と
も
な
う
長
浜
町
長
選
挙
は
、

九
月
三
日
に
告
示
さ
れ
、
四
日
午
後
五
時
で

立
候
補
受
け
付
け
が
し
め
切
ら
れ
た
結
果
、

立
候
補
届
出
者
は
現
町
長
の
二
宮
重
憲
氏
(
六

O
)
だ
け
で
、
同
氏
が
町
長
に
再
び
当
選
し
ま

し
た
。
任
期
は
九
月
一
一
卜
五
日
か
ら
昭
和
六

十
一
年
九
月
二
十
同
日
ま
で
の
四
年
間
。

二
宮
町
長
は
、
一
期
間
年
間
に
長
浜
町
振

興
計
画
基
本
構
惣
に
基
づ
い
て
、
長
浜
小
学

校
校
舎
改
築
、
喜
多
灘
小
学
校
屋
内
運
動
場
、

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
町
民
運

動
場
な
ど
の
施
設
整
備
を
図
り
、
健
康
づ
く

り
運
動
、
各
種
健
康
診
査
、
健
康
相
談
等
を

積
根
的
に
進
め
て
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
豊

か
な
町
守
つ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

{
二
宮
町
長
略
歴
}
長
浜
町
土
地
開
発
公
社

理
事
長
、
長
浜
町
青
果
農
協
理
事
、
陸
軍
兵

同
市
学
校
卒
。
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町
民
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
信
託
に

e

e

・

e

・

と

し

た

、

豊

か

な

町

〉

つ

く

り

を

進

め

て

い

き

た

い

と

よ
っ
て
、
再
び
無
投
票
当
選
で
も
っ
て
長
浜
町
長
の
で
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
む
り
ま
す
。
考
え
て
お
り
ま
す
。

重
責
を
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
責
任
私
が
立
候
補
に
際
し
て
、
皆
さ
ん
に
む
約
束
し
た
基
そ
の
た
め
に
は
、
む
漁
港
と
商
港
を
分
離
し
た
新

の
重
大
き
を
あ
ら
た
め
で
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
本
姿
勢
を
重
ね
て
ひ
れ
き
申
し
上
げ
て
む
き
た
い
と
作
長
浜
港
づ
く
り
②
公
共
施
設
の
繋
備
③
新
庁
舎
な
ど

り

ま

す

。

じ

ま

す

。

都

市

機

能

の

整

備

④

住

宅

、

道

路

網

な

ど

の

環

境

整

一
期
四
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
政
治
行
そ
の
第
一
は
、
地
方
自
治
の
原
理
原
則
に
基
づ
い
た
備
⑤
教
育
、
文
化
、
福
祉
施
設
の
整
備
を
め
ざ
し
、

政
の
経
験
の
な
い
私
が
、
西
問
先
生
を
は
じ
め
、
先
秩
序
あ
る
町
政
の
推
進
、
第
二
は
厳
し
い
状
況
下
に
あ
農
林
、
漁
業
、
商
工
業
な
ど
地
場
産
業
の
育
成
振
興

輩

有

志

各

位

の

こ

る

地

域

経

済

活

動

と

あ

わ

せ

て

行

政

近

代

化

の

実

施

と

職

員

の

能

力

開

教

導

を

い

た

だ

い

新

長

浜

港

づ

く

り

を

軸

に

を

高

め

る

積

極

的

発

向

上

を

進

め

て

、

国

民

的

課

題

で

あ

る

行

財

政

改

、

大

過

な

く

過

な

行

政

、

第

三

は

草

を

強

力

に

推

進

し

て

い

く

こ

と

を

肝

に

命

じ

て

町

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
町
民
広
く
町
民
各
位
と
の
対
話
を
進
め
、
世
論
を
反
映
し
た
政
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
わ
り
ま
す
。

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
衷
心
公
正
な
政
治
・
:
以
上
の
一
二
点
を
基
本
方
針
と
し
で
、
一
幸
い
に
し
て
多
数
の
先
輩
有
識
者
に
忠
ま
れ
で
お

よ

り

感

謝

申

し

上

げ

ま

す

。

つ

」

つ

の

、

き

め

細

か

い

/

付

政

を

推

進

し

、

そ

の

実

を

と

り

、

今

後

の

こ

指

導

ご

協

力

を

わ

願

い

し

、

あ

わ

せ

現
在
、
町
は
重
大
な
時
期
を
む
か
え
て
お
り
、
町
げ
る
よ
う
最
大
の
努
力
を
す
る
覚
併
で
あ
り
ま
す
c

て
町
民
各
位
の
ご
健
在
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
就
任

発
展
の
た
め
百
年
の
大
計
を
立
て
、
新
長
浜
港
づ
く
ま
た
、
将
来
の
町
発
展
の
構
恕
と
し
て
は
、
昨
年
十
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

り
を
軸
に
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
豊
か
-
一
月
町
議
会
で
議
決
さ
れ
た
、
総
合
工
不
ル
ギ
|
基
地

二

宮

重

憲

で
明
る
く
住
み
よ
い
活
力
あ
る
町
〉
つ
く
り
を
め
ざ
し
建
設
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
、
新
長
浜
港
づ
く
り
を
軸
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会

長

に

久
保
七
郎
さ
ん

本
町
内
の

各
文
化
団
体
、

グ
ル
ー
プ
等

の
連
絡
、
協

調
と
町
内
文

叱
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
八
月
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
、

町
体
育
館
に
お
い
て
長
浜
町
文
化
協
会

設
立
総
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

当
協
会
は
、
書
道
、
写
真
、
俳
句
、

舞
踊
な
ど
二
十
二
部
門
、
四
十
四
団
体

会
員
八
百
六
十
人
で
構
成
さ
れ
、
出
席

し
た
お
よ
そ
五
十
人
の
代
議
員
が
、
会

則
、
今
年
度
の
事
業
、
予
算
な
ど
を
審

議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の
通
り
。

一
会
長
]
久
保
七
郎
(
長
浜
あ
り
そ
短

歌
会
)
{
副
会
長
]
満
野
公
介
(
郷
土

史
)
菊
地
三
佐
r
丁
(
崇
茂
茶
道
ク
ラ
ブ
)

{
事
務
局
長
}
池
上
昭
夫
(
教
育
課
長
)

{
庶
務
会
計
一
上
満
治
雄
(
社
会
教
育
係

長
)
一
監
事
}
大
野
且
一
阜
(
長
浜
囲
碁
愛

好
会
)
土
居
孝
童
(
洗
心
書
道
会
瑞
林

支
部
)

久保七郎会長

町一一一一一一一一一……この人。文化協会設立国

四
十
四
団
体
が
加
日月

構
成
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。

{
書
道
]
長
浜
書
道
ク
ラ
ブ
マ
洗
心
書

道
会
瑞
林
支
部
一
写
真
}
長
浜
写
真
愛

好
会
{
華
道
一
長
浜
池
坊
マ
大
和
華
道

グ
ル
ー
プ
マ
白
滝
婦
人
会
生
花
教
室

{
茶
道
一
大
和
婦
人
会
マ
豊
茂
茶
道
ク

ラ
ブ
{
短
歌
}
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会
マ

櫛
生
歌
会
マ
出
海
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
マ

大
和
白
菊
短
歌
会
{
俳
句
一
と
よ
し
げ

俳
句
会
マ
白
滝
俳
句
会
マ
柴
俳
句
グ
ル

ー
プ
{
詩
吟
}
大
洲
吟
詠
会
長
浜
支
部

マ
吟
道
明
教
館
長
浜
吟
詠
会
長
浜
支
部

マ
同
大
和
支
部
マ
清
吟
道
吟
友
会
{
音

楽
一
長
浜
コ
ー
ラ
ス
マ
か
じ
か
コ
ー
ラ

ス
マ
音
楽
同
好
会
一
民
謡
]
愛
媛
民
謡

同
好
会
長
浜
支
部
マ
民
謡
ク
ラ
ブ
大
和

支
部
一
舞
踊
]
伊
予
民
踊
研
究
会
長
浜

支
部
マ
藤
間
流
藤
知
会
マ
長
浜
婦
人
会

民
踊
部
マ
伊
予
民
踊
研
究
会
白
滝
支
部

マ
大
和
民
踊
ク
ラ
ブ
芸
ニ
等
曲
グ
ル

ー
プ
{
タ
ン
ス
}
大
和
社
交
ダ
ン
ス
部

{
盆
栽
]
長
浜
八
五
栽
同
好
会
{
手
芸
]
子

十
一
エ
グ
ル
ー
プ
一
郷
土
史
}
郷
土
史
{
芸

能
]
青
島
爺
踊
マ
豊
年
踊
保
存
会
マ
五

y
鹿
踊
保
存
会
マ
越
後
獅
子
保
存
会
マ

獅
子
舞
郷
青
年
会
一
閤
碁
]
長
浜
囲
碁

愛
好
会
マ
櫛
生
国
主
計
愛
好
会
{
将
棋
]

長
浜
将
棋
愛
好
会
{
そ
の
他
}
カ
ラ
オ

ケ
同
好
会
マ
山
山
海
明
友
会
て
ま
り
グ
ル

ー
プ

行
政
管
理
庁
で
は
、
行

政
相
談
制
度
を
広
く
国
民

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
十
月
十
七
日
か

ら
二
十
三
日
ま
で
を
「
行

政
相
談
週
間
し
と
定
め
て
、

各
種
の
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
つ

と
し
て
、
本
町
で
は
行
政

相
談
委
員
主
催
の
「
一

H
行
政
相
談
所
」

が
次
の
と
わ
り
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

{
一
日
行
政
相
談
]

十
月
二
十
日
九
時

1
十
五
時

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
わ
、
本
町
の
行
政
相
談
委
員
は
宮

本
幹
之
進
さ
ん
(
長
浜
二
十
医
、
電
話

一一

l
O四
五

O
)
で
す
。
年
金
、
保
険
、

思
給
、
社
会
福
祉
、
道
路
、
河
川
、
労

災
、
登
記
、
郵
便
、
税
金
、
許
認
可
な

ど
、
行
政
に
対
し
て
苦
情
、
要
望
、
意

見
の
あ
る
か
た
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か

た
く
守
り
ま
す
。

行政相談週 間
10月 17 日 ~10月 23 自議

会

短

信

請
負
契
約
二
件
を
承
認

長
浜
町
議
会
第
四
回
臨
時
会
が
、
八

月
二
十
四
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
審
議
さ
れ
た
の
は
、
請

負
契
約
二
件
で
、
昭
和
五
卜
七
年
度
公

営
住
宅
(
大
和
団
地
)
建
設
工
事
を
一

億
三
千
四
百
八
十
万
円
で
株
式
会
社
門

田
組
と
、
ま
た
、
長
浜
町
立
豊
茂
小
学

校
校
舎
改
築
工
事
を
一
億
六
千
二
百
八

十
万
円
で
株
式
会
社
徳
山
建
設
と
請
負

契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
永
認
さ
れ
ま
し
た
。
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長
浜
町
消
防
団
櫛
生

分
団
第
二
部
に
小
型
動

力
ポ
ン
プ
積
載
市
が
八

円
二
十
三
日
か
ら
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

二
れ
は
年
次
計
画
で

順
次
配
備
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
町
が
凶
の
補

助
を
受
け
と
百
六
十
三

万
川
で
購
入
1

し
た
も
の

新
し
く
購
入
v
)

た
ホ
、
/

ブ
積
載
車
は
、
ハ
ゲ
ソ
L

サ
ン
四

W
D
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
で
、
総
排
気

U
U
は
一
八
の
O
C
C
の

性
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

火
事
、
災
害
時
に
は

大
い
に
、
品
躍
し
て
ほ
し

い
も
の
で
す
が
、
日
比
川
段
か
ら
火
事
な
ど

起
こ
さ
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
気
を
つ

け
た
い
も
の
で
す
。

小型動ブヨポンプ撞望号車
3笥生分屈第2部へ
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最
低
賃
金
を
改
定

日

百
十
七
円
に

一
後
援
労
働
基
準
日
で
は
、
山
口
市
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
愛

媛
県
最
低
ほ
ん
よ
L

汗
改
定
し
、
十
月
一

日
か
ら
実
施
十
る
↓
一
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
定
二
よ
り
十
月
一
日
以
降
は
、

従
業
員
に
だ
払
う
賃
令
は
一
日
二
千
九

寸
臼
卜
七
円
二
時
間
千
二
百
六
卜
ぷ
円
)

以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
空
せ
j
A

ま
た
、
別
に
定
め
ら
れ
ど
い
る
「
産

業
別
最
低
賃
全
が
適
用
さ
れ
る
事
業

で
ふ

J

で
も
、
引
仔
の
産
業
別
最
低
賃

金
の
方
が
低
ぐ
会
一
つ
一
場
合
に
は
、
こ
の

愛
媛
県
最
低
賃
金
か
適
肝
ぎ
れ
ま
す
の

で
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
)
)
い
こ
と
は
、
愛
媛
併
例
法
準
局

貸
金
一
月
叫
「
這
話

C
八
九
九
!
二
五
一
一

一
O
一
庁
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

叔
川
署
へ
問
い
合
わ
せ
ノ
¥
だ
さ
い
。

i部生分団に配備された4WD積立t車10月から

外

国

人

登

が

変
わ
川
ま
す

昭
市
町
年
刊
月

1
白
か
ら

昭
和
行
卜
七
年
十
月
一
日
か
ら
外
国

人
登
録
ゾ
次
汀
レ
ト
ゥ
に
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
?
に
」

三
年
こ
と
の
確
認
申
請
(
登
録
証
明

書
の
切
替
申
請
)

⑮
十
六
歳
未
満
の
方
辻
、
山
市
認
一
切
欝
)

の
市

k
T佐
す
る
必
要
は
な
く
な
り
ま
す

か
、
卜
六
歳
に
達
す
る
と
そ
の
日
か
ら

一
卜
円
以
内
に
同
申
請
を
行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
「
。
な
あ
、
川
生
1

)

た
時
に

新
規
笠
録
を
す
る
の
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
で
す
。

@
十
六
歳
未
満
の
か
た
で
あ
っ
て
や

す
で
に
巾
一
印
式
(
大
人
用
、
予
帳
型
)

の
登
録
一
江
川
去
の
交
付
を
そ
け
て
い
る

ぬ
ん
け
は
、
次
の
③
ど
同
様
の
扱
い
と
な

り
ま
す
。

@
十
六
歳
以
上
の
方
は
、
斗
作
認

ω替
)

の
申
請
を
五
年
ご
と
に
わ
な

7
ヲ
一
と
に

な
η
ま
す
か
ら
、
ム
ブ
お
持
ち
の
外
日
明
人

登
録
証
明

ι刊の

1
一べ

l
シ
に
記
載
さ

れ
て
い
弓
与
月
日
か
ら
さ
ら
に
一
一
年
を

経
過
す
る
目
前
一
一
十
日
以
内
に
確
認
(
切

凡
日
)
の
申
請
が
一
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す。@
昭
和
五
卜
七
年
九
川
一
二
十
日
に
お
い

て
篠
認
申
請
期
限
を
経
過
し
て
い
一
也
場

合
は
、
フ
て
の
巾
請
を
行
な
う
ま
で
、
前

記
一
ー
の
昨
認
山
清
不
要
性
加
盟
畠
や
③
の

年
延
長
約
百
の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん
。

登
録
証
明
書
の
携
帯
、
本
人
出
頭
申

請
、
写
真
提
出
及
び
指
紋
押
な
つ
の
義

務
年
齢
の
引
き
ょ
げ

こ
れ
ま
で
登
山
此
託
則
菩
の
携
帯
、
本

人
出
頭
申
請
、
写
真
提
出
及
び
指
紋
押

な
つ
を
必
要
左
す
る
年
齢
は
ト
問
歳
以

卜
七
あ
七
/
一
の
が
、
今
後
は
十
六
歳
川

上
と
な
り
ま
す
。

街
ぐ
る
み
み
ん
な
が
つ
く
る
暮
し
の
翰

物
価
安
定
協
力
運
動

同
月

1
日

1
引
田

こ
の
運
動
は
、
向
山
前

な
ど
の
庖
が
白
L

上
的
に
小

売
価
故
国
を
岡
市
え
置
い
た
り
、

割
り
引
ノ
、
こ
ζ

で
、
消
費

者
の
み
な
い
¥
一

J

凡
に
で
き
る

だ
汁
丘
三
間
u
閉
会
一
わ
同
け
し
よ
う
と
L

ず

る
も
の
で
す
。
県
下
で
わ
よ
そ
七
「
百

が
ご
の
運
動
に
参
加
)
ま
す
。

パ
象
L
Y

な
る
商
品
川
、
そ
れ
ぞ
れ
の

山
が
「
少
し
で
色
消
費
告
の
み
な
さ
ん

円
喜
ん
で
も
に
お
う
L

と
考
え
で
選
ん

ど
も
の
で
す
c

小
中

Jm山
?
は
「
商
業
』
ピ
ス
リ
問
」

の
ポ
ス
タ
ー
内
ス
テ
ソ
カ
v

P

一川均一心
L

JL
い
ま
す
c

み
な
さ
ん

h
こ
の
運
動
に
問
心
γ
一待

つ
で
川
(
一
正
一
い
て
、
し
し

F
な山
HH
物
を
)

で
く
f
一
さ
い

統一シンボルマ ヲ

2いし、落

草寺い三ち、、 山 l 、h 川

弘た行十込 L; 。よまう !tつコトl' 子イ、 t 
t ぃ動歳む 7ノ「うだ気のでてく f長 1) % 
i ::~ 、 を 時 亡 {可な二 J、子まみい : 幸弘扇苦言ノグ t 
t 忠fJ文区もなの:十ちまる人卜中『主グ 弘
3い人凶あど知私歳が?との歳 弘
何まらりりと Rß~ 自に強い「ににたな別 守

tすしにま考も身 な 〈 た あ 、 合 。 り 1'1私立
% いしずえ身す~-)なかあいり|まう-;zt
% u考で。でにごて J つ、主た九し;号先 L
tで三 げ 月 t
tは }J ~9{ミ斗寸バ\七之三主とC) キ - t 
《筒長 ラモ伝一ノjV)の匂司斗二 V'- 干ト t
% f[5.身 長表代主
管(二に 地域的人止の触れ合いを丈切にし三 にに 3

3いるし捷二 次 な地で E言《
?を行て触の ぷご紘一、 り域最しえ 4
7~ L事 長 9 '}明 弘一一一一ぶ まの近よる 《
もたに高る閉 会璽謹瞳酷j ';ヘギうけも
弘り(よナ二機に 午遺蹟綴甥賜麺l た達 JJがれ色

合、治 会 ff rvf::民謡欝 。と JJlj。什
主考 f百七え会 マ?己ヨ，. 円の r~ t 
6え仰と長わ 議ヘ需拡 年触崩 ;J: 7; tさに忠かれ 糊刊行 [I] jl :~ 

4せ参いった に 台 這 ミド

;A Tit主 人ピ品:と予
j30 l土 子ZI 言!

よ品私地友 、 むツJ → る

i官2き警護向井早苗宅千 lhi 
fぶ楽行 ft，の A るに で市
!三しなる人 (20歳) {I ~ ~土!

ノ尽れと L 下須政@会社員 |二，-て 1 わ士号ノ，

.11 
込 1
4いはをれ回でてて友 fっ:集部つ が iた主
主ま、わまにいくく jJiま会て定あノ iJ

t す実かす入るれれがコりにい日るでし t
i 0 ~主つ。つのるでーと」で、る、と、ま日1

4 力アバでで 、といら伎にご ドì] ぃ ~)í し L
i f) も点、 C¥寸志えら念しいと容うした忠
臣 あららあがしミら(こなかるだ会こ" 主
主 る い も の 、ま、住気思友達にと白い 忠
告 青たつ 1- す絶人持つ!二に ifj ;土分ろむ
そ 年いと:長 o 7;fでちでと詰席、がい t
L 、とみ l 作、 JFf lTいでくっしし嬉生ろ告
も 育忠人宇!に r.てすれでたたしまな 3
ふ つ'.¥など:j:lt[j] 、 。 て は ら 日 寺 い れ f本 t
i てまにとん友の存ヴい「宅建、こ lご験 t
ま υJ 芹上で、が良年もさ回わ......， (_~くを忠
告 ¥ ;1 くいそト戸トt]私 い 舎 れ 青 Lてる す t
v ナ手;，J-: -i主子治がにはそ者ま年「よるも
《 lJ1 いつらヘわ参、/のし団 うこ《
1 ご R ご青 ! ミ か 加 そ ド ょ た に なと t
i 忠利、さく fj三つ '0り つ 入 場

L日持吋叩~?討す，~':P.宇九九ア 7.伊仇吋均九九均U刊誌



骨髄 れた
長誤簡の財

ム一品 計

土木費

6億6，567万円

(18.8%) 

(100図。%)

民生費

5t意7，943万円

(16.4%) 

農林水産業費

5億3，509万円

(15冒， %) 

v、、-
.t‘ 償

財政状況の公表
長浜町の財政事情の作成および公表に関する条例

により昭和56年度の財政状況を公表します。

昭和57年 9月 長浜町長二宮重憲

l特盟t金百十|

水道事業会討

区分 科 目 金 害責

営 業 収 益 5，392万円

ヰ又 営業外収益 530万円

益 言十 5，922万円

8'ゾ 常 業 費 用 5，382万円

収 営業外費用 1.004万円

支 言十 6，386万円

純利益(損失) ム 464万円

資本 資本的収入 4.952万円

がj 資本的支出 5，026万円
~;Z 

差 ヲi支 ム 74万円

資本的収入額が資本的支出額に不

足する額74万円は、当年度分損益勘

定留保資金74万円で補てんした。

工業用水道事業会計

区分 科 目 立λ三¥ 害責

営 業 収 益 942万円

4又 営業外収益 1，067万円

盃王 言十 2，009万円

自守 営 業 費 用 1，450万円

~J(_ 営業外費用 544万円

支 五十 1，994万円

純利益 15万円 i

本資 資本的収入 1，032万 円 |

が] 資本的支出 1，493万円
収;

差 ヲi支 ム 461万円|

資本的収入額が資本的支出額に不

足する額461万円は、当年度分損益勘

定留保資金435万円、及び建設改良積

立金26万円で補てんした。

費 (5.57.5.31現在)

区 月日 件数 現在額 1世幕当たり額 1人当たり額

自主 メzi=ミ 言十 189 3H意5，6137J円 81万 3千円 24万 9千円

水道事業会 計 13 1億1，735万円 3力円 9千円

工業用/1，道事業会計 8 6，702万円 1万 7千円 5千円

簡易水道事業特別会計 21 1億5，770万円 4万 I千円 1万 2千円

住宅新築資金等貸付事業会計 17 1億5，830万円 4万 1千円 1万 2千円

計 248 36億5，650万円 94万 2千円 28万 7千円

国民鍵藤保険

円

円

円

円

万

万

万

万

円

i

に
υ

に

ひ

凡

U

6

9

1

8
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り

つω
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Q
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q

u

億

億

億

n
J

ウ
d

n

。

額

額

額

引

斉

斉

主

人

出

予

収

支

差掛
国民健属保険直営診揮所

予 算 額 3，520万円

曜一 1.151万円

支出済額 2，948万円

差 引 ム1，797万円

予算額 1，047万円

収入済額 1，024万円

支出済額 1，024万円

差 引 0万円

住宅新築資金等貸付事業

予算額

l，A冷 収入済額

|四'r¥支出済額

差引

9，280JJ円

9，282万円

9，280万円

2万円

簡易水道事業

同
予算額 6，916万円

収入済額 6，879万円

支出済額 6，879万円

差 ヲ| 。万円



木材ヲ!取税

特別土地
保有 税

率毒自動車税

電 気税

た11乙消費税

固定資産税

町 民税

一入一亙
調

一
一
n
H
U

↑
一
ハ
ヨ

一税一節

一
一

A
斗

-
田
昌
普
段
一

一
爾
側
一

10万円 (0‘0%)

488万円(1.2%)

798万円 (2.0%)

2，616万円 (6.4%)

3，732万円 (9.2%)

つ
】 4 6 8 

糠 i7a
BB和 6年

1億4，485万円 (35.7%)

1 i意8，469万円 (45.5%)

10 T万円

(おも事重量入惜しラつ左お金}状況)

35億9，951万円

繰入金 80万円 (0.0%)

交通安全対策 102万円 (0圃 0%)特別交付金

分f睦・負担金 113万円 (0.0%)

寄付金 1，479万円 (0.4%)

1 2糊…
自動車取得 (0.8%) 税交付金 3，050万円 O同 8%

地方譲与税 4，856万円 (1固 3%)

繰越金援努ヨ 7，075万円 (2.0%)

諸収入問 9，560万円 (2.7%)

{閉料・手数料 9，937万円 (2.8%)

IBJ 

県支出金

回T

国産支出金

地方交付税

税

{責

2 3 4 

4億598万円(11.3%)

4億846万円 (11固 4%)

51;意2，240万円 (14園 5%)

5億8，638万円 (16園 3%)

121:意9，038万円
(35幽 9%)

「
J 6 7 億;円

衛生費

2億4，072万円

(6.8%) 

総務費

31意5，144万円

(10.0%) 
歳出

公債費

教育費

4億4，772万円

(12置 7%)

町有期産 (S.57.3.:=¥1現庄)

位ぷゐム重
宅地 206，161m' 

建物 64，936m' 

公園 2，209m' 

山林 20， ，132m' 

雑種地 4，352m' 

その他 7 ，350m' 



6 

…一
コ
、、

ユ

ニ
テ
ィ
施

設

の

分

散

配

置

地
域
の
実
情
や
用
地
や
財
源
等
の
関

係
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
地
区
内

に
分
散
配
置
す
る
場
合
で
も
、
こ
れ
ら

施
設
の
連
け
い
に
つ
い
て
創
意
工
夫
を

す
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

A

例
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
運
動
場
、
公
園
等
点
的
に
存
在

す
る
施
設
を
、
緑
地
公
開
や
歩
行
者
優

先
送
路
等
の
線
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
で
連
結
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
の
相
互
の
関
連
性
を
考
慮
し
て
配
置

し
て
い
る
地
医
が
あ
り
ま
す
。
千
葉
県

流
山
市
八
木
南
地
区
の
例
を
次
に
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

東
~
尽
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ひ
と
つ
で

あ
る
流
山
市
に
お
い
て
は
、
こ
の
八
木

南
地
反
も
他
の
地
区
と
同
様
次
々
と
各

所
で
丘
陵
が
つ
ぶ
さ
れ
て
虫
食
い
状
に

住
宅
が
建
て
ら
れ
て
い
る
地
区
で
す
。

こ
の
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

配
置
は
、
五
百
げ
の
範
囲
内
の
住
民
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
会
議
室
(
百
人

収
容
)
と
和
室
と
料
理
室
を
備
え
た
小

規
模
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

i
ム
を
三
か

所
に
分
散
し
て
設
け
、
そ
れ
に
図
書
館
、

保
育
所
等
の
ほ
か
冒
険
公
開
、
は
は
じ
ゅ

う
公
関
等
の
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
が
各
ホ

ー
ム
を
特
色

a

つ
け
る
施
設
と
し
て
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
既
存
の

狭
い
幅
員
の
道
路
を
利
用
し
て
自
転
車

ま
た
は
歩
行
者
専
用
道
路
と
し
て
有
機

的
に
連
結
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
で
は
、
①
地
反
内
の
各
所

で
山
林
農
地
の
宅
地
化
が
す
す
み
、
民

家
が
分
散
し
て
お
り
、
地
区
内
の
中
心

霊園函盟屋圏盤盤画醐コミュニティ広場 e 保育日記軍置置園画面屋署i

的
集
落
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
②
既

存
の
丘
陵
の
中
の
狭
い
道
路
が
格
好
の

緑
道
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
。
③
各

所
に
分
散
し
て
用
地
を
求
め
る
こ
と
が

比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
。
な
ど
の
理

由
か
ら
、
こ
の
方
式
を
と
っ
た
も
の
で

す。
設
置
さ
れ
て
か
ら
一
一
一
年
経
過
し
て
の

時
点
の
調
査
で
も
、
総
じ
て
幼
児
や
小

学
生
の
い
る
家
庭
を
中
心
に
か
な
り
良

く
利
用
さ
れ
、
将
来
に
か
け
て
そ
の
意

義
を
深
め
て
い
く
だ
ろ
う
と
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

コミュニティ

場j五

遊
休
空
地
の
利
用

地
区
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
そ

の
た
め
の
公
共
用
地
を
ど
う
確
保
す
る

か
と
い
う
問
題
が
解
決
で
き
ず
、
そ
れ

が
整
備
を
遅
ら
せ
て
い
る
一
因
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
既
に
公
共
的
に
確
保
さ

れ
て
い
な
が
ら
、
利
用
し
に
く
い
ま
ま

遊
休
化
し
て
い
る
土
地
に
目
を
向
け
て

み
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

鉄
道
の
廃
線
敷
、
高
架
道
路
の
下
、

河
川
の
両
側
、
あ
る
い
は
道
路
新
設
の

際
生
ま
れ
て
く
る
不
整
形
の
土
地
な
ど

の
な
か
に
、
子
ど
も
や
老
人
の
遊
び
場

や
公
園
、
自
転
車
遊
路
、
あ
る
い
は
小

さ
な
集
会
所
、
街
か
ど
公
園
、
街
路
、
花

壇
等
を
創
意
を
こ
ら
し
て
造
り
だ
し
て

い
く
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
で
し
ょ
う
。

住
民
組
織
に
よ

る

運

営

管

理

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
、
施
設
や
つ
く

り
が
、
単
な
る
施
設
づ
く
り
に
終
わ
る

の
で
は
な
く
、
地
区
住
民
の
生
活
環
境

を
充
実
さ
せ
る
と
同
時
に
、
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進

す
る
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
設
置
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
運
v

宵
管
理
は
、
自
発

作
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
方
が
、
施
設
の
設

置
目
的
か
ら
み
て
、
よ
り
望
ま
し
い
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

特
に
、
集
会
所
な
ど
の
よ
う
な
集
会

施
設
は
、
そ
の
運
営
管
理
を
地
域
の
住

民
組
織
が
に
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
気

軽
に
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
積
極
的

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
通

じ
て
住
民
の
交
流
と
連
帯
感
の
芽
生
え

を
も
と
に
し
て
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

?
レ
ト
品
ト
つ
ノ
。

つ
ぎ
に
、
施
設
の
運
営
管
理
を
住
民

組
織
に
ゆ
だ
ね
る
場
合
に
留
意
す
る
こ

と
を
、
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

留
意
点

安
住
民
の
需
要
の
実
態
に
即
し
た
利
用

関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
。

大
住
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
な

開
放
的
な
運
営
を
す
る
こ
と
。

大
住
民
の
責
任
あ
る
利
用
を
推
進
す
る

こ
と

大
経
済
的
、
効
土
学
的
な
連
常
管
理
を
確

保
す
る
こ
と
。

一一d円
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頑
張
れ
/
」
と
祈
り
つ
つ
、
そ
っ
と

手
を
放
す
。
ゃ
っ
た
ノ
も
ぐ
れ
た
/

も
う
大
丈
夫
。
友
達
と
保
母
の
拍
手

と
声
援
。
足
を
パ
タ
っ
か
せ
前
進
す

る
。
「
よ
か
っ
た
の
」

1
と
友
達
の

優
し
い
一
言
葉
。
さ
つ
き
ま
で
の
泣
き

半
分
の
不
安
な
表
情
は
消
え
、
困
難

な
事
を
克
服
し
た
満
足
感
と
、
自
信

と
喜
び
で
、
彼
は
も
う
は
ち
き
れ
ん

ば
か
り
。
そ
の
後
、
生
き
生
き
と
思

う
存
分
遊
ぶ
。

捕
こ
う
と
も
し
な
か
っ
た
絵
が
大

好
き
に
な
り
、
明
る
い
花
の
絵
を
何

枚
も
見
せ
て
く
れ
る
。
子
供
自
身
の

本
物
の
や
る
気
が
、
嫌
な
事
、
困
難

な
事
を
乗
り
越
え
る
最
大
の
力
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
す
、
ば
ら

し
い
力
を
秘
め
た

子
供
た
ち
、
そ
し

ち
て
助
け
合
い
、
喜

た
び
合
う
優
し
い
心

闘
を
持
っ
た
子
供
た

る
ち
と
操
し
な
が
ら
、

買
も
う
一
度
ひ
と
り

氾
ひ
と
り
を
見
つ
め

勘
た
い
と
思
う
。
育

水
ち
ゆ
く
子
供
一
本

一
本
の
幼
木
に
、

き
わ
や
か
な
風
を
、

暖
か
い
太
陽
の
光

を
、
ま
た
あ
る
時
は
若
葉
を
う
る
お
す

優
し
い
雨
を
注
ぎ
た
い
と
思
う
。
そ

し
て
、
友
達
の
木
と
し
っ
か
り
子
を
と

り
合
い
、
-
本
の
木
も
く
ビ
け
る
こ

と
な
く
、
力
強
く
、
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び

て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
・
。
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毎

日

の

炊

事

や

洗

濯

、

帰

除

、

洗

汚

れ

を

落

と

す

と

い

う

考

え

は

古

く

髪

、

商

み

が

き

な

ど

に

使

う

洗

剤

か

ら

あ

る

0

(

中
略
)
こ
の
酵
素
の

そ

れ

ら

に

合

成

洗

剤

を

使

っ

て

は

い

作

用

が

効

い

て

効

力

を

発

揮

す

る

に

な

い

で

し

ょ

う

か

。

は

、

温

度

は

叫

℃

で

あ

り

、

水

に

つ

合

成

洗

剤

は

石

油

を

原

料

と

し

て

、

け

で

わ

く

時

間

も

相

当

長

く

な

け

れ

A
B
S
(
ア

ル

キ

ル

ベ

ン

ゼ

ン

ス

ル

ば

な

ら

な

い

の

で

、

普

通

の

洗

た

く

ホ
ン
酸
ソ

l
ダ
)
や
ソ
フ
ト
型
A
B

に
は
効
果
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

S
で
L
A
S
と

呼

ば

れ

る

界

面

活

性

あ

ま

り

使

わ

れ

て

い

な

か

っ

た

。

ま

剤

に

、

種

々

の

助

剤

を

加

え

た

、

ア

メ

リ

カ

で

は

、

で

つ

く

り

ま

す

。

こ

の

合

成

石

け

ん

に

切

り

か

え

よ

う

洗

剤

製

造

中

に

ぜ

ん

そ

刊い
J
R
Uド
引

合

成

洗

剤

の

害

日

出

川

日

目

害
で
は
な
い
し
と
い
う
こ
と
と
合
わ
け
ん
を
使
う
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
る
な
ど
、
酵
素
洗
剤
に
対
す
る

せ
て
こ
の
欄
で
わ
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
更
に
も
う
一
度
、
合
成
洗
剤
安
全
性
に
疑
問
が
も
た
れ
て
、

国
内
で
の
石
け
を
追
放
し
て
石
け
ん
に
切
り
か
え
て
い
現
在
、
酵
素
洗
剤
は
使
わ
れ
て

ん
生
産
量
は
年
々
た
だ
く
た
め
に
、
合
成
洗
剤
に
添
加
さ
い
な
い
」
(
合
成
洗
剤
研
究
学

伸
び
て
お
り
二
九
れ
宣
伝
さ
れ
て
い
る
酵
素
に
つ
い
て
、
術
集
会
抄
録
集
二
十
一
一
頁
・
一

八
O
年
四
月
に
は
、
滋
賀
大
学
の
鈴
木
先
生
に
よ
る
報
告
の
九
八

O
年
)

合

成

洗

剤

の

生

産

一

部

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

(

保

健

婦

・

一

九

日

)

の一

O
M
m
(
約
四
「
酵
素
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

9
月
か
ら

4
万
5
千
円
に

国国ヘルスアイ

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
の
限
度
額

が
九
月
-
日
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
、
私
た
ち
が
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
と
き
、
医
療
費
の
自
己
負
加

分
と
し
て
、
一
人
、
一
か
月
二
つ
の

病
院
、
診
療
所
に
)
二
一
万
九
千
円
以
上

を
支
払
っ
た
場
合
は
、
三
万
九
千
円
を

超
え
た
分
は
全
額
、
国
民
健
康
保
険
か

ら
払
い
も
ど
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

九
月
一
日
か
ら
、
こ
の
白
己
負
担
分

の
限
度
初
が
刊
万
五
千
円
に
引
き
上
げ

暖翠露盟盤調置窪"""E霊亜

国
民
健
康
保
険

ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
、
医
療
費
の
自

己
負
但
は
、
最
高
一
か
月
三
万
九
千
円

で
す
ん
で
い
た
も
の
が
、
こ
れ
か
ら
は

四
万
一
立
千
円
に
な
る
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
低
所
得
者
(
住
民
税
非
課

税
世
帯
)
に
つ
い
て
は
三
万
九
千
円
に

す
え
置
か
れ
ま
す
。

来
年
一
月
か
ら
五
万
一
千
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
と
は

私
た
ち
が
病
気
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き

千
四
百
ゾ
)
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
体
量
で
は
合
成
洗
剤
が
多
い
の
で
す

が
、
前
年
前
月
の
生
産
量
に
比
べ
る
と

合
成
洗
剤
は
一
一
%
の
減
産
で
あ
る
の

に
対
し
、
石
け
ん
は
一
年
間
で
九
七
%

も
の
増
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

現
在
も
長
浜
町
内
で
は
、
一
部
の
婦
人

会
や
保
育
所
で
合
成
洗
剤
を
や
め
て
石

に
保
険

医
療
機

関
で
国

保
を
つ

か
つ
て
診
療
を
受
け

る
場
合
の
医
療
費
は
、

七
割
を
国
保
が
負
担
し
ま
す
か
ら
、
自

己
負
担
分
は
三
割
で
す
む
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
そ
の
三
割
の
自
己
負
担
分
が

一
定
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

分
は
全
額
、
高
額
療
養
費
と
し
て
国
保

か
ら
払
い
も
ど
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
度
、
こ
の
自
己
負
担
分
の
限
度
額

が
一
二
一
万
九
千
円
か
ら
四
万
五
千
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
一
人
一
か
月
、
一
つ
の
病

院
、
診
療
所
に
つ
い
て
四
万
五
千
円
ま

で
は
自
己
負
担
、
四
万
五
千
円
を
超
え

た
場
合
は
そ
の
超
え
た
分
を
全
額
国
保

負
担
と
い
う
ご
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

重
い
病
気
の
人
、
長
い
入
院
生
活
の

人
な
ど
、
毎
月
の
医
療
費
の
白
己
負
担

が
大
き
い
人
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
負

担
増
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

医
療
費
節
約
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

医
療
費
が
ふ
え
つ
づ
け
、
国
保
の
財

政
は
火
の
車
で
す
。
医
療
費
節
約
を
わ

願
い
し
ま
す
。

健
康
守
つ
く
り
が
第
一

ふ
だ
ん
か
ら
体
力
を
充
実
さ
せ
、
少
々

の
病
気
な
ど
は
ね
返
す
健
康
な
か
ら
だ

を
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
に
は
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

十
分
の
睡
眠
と
休
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
一
安
、
適
度
の
運
動
と
鍛
練
を
心

が
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ハ
シ
ゴ
受
診
を
や
め
よ
う

ど
う
し
て
も
納
得
い
か
な
い
と
い
う

な
ら
と
も
か
く
、
一
つ
の
病
気
で
、
か

ん
た
ん
に
、
あ
っ
ち
の
お
医
者
さ
ん
、

こ
っ
ち
の
お
医
者
さ
ん
と
渡
り
歩
く
こ

と
は
む
だ
で
す
。

ま
ず
、
か
か
っ
て
い
る
お
医
者
主
ん

を
信
ピ
ま
し
ょ
う
。

深
夜
、
休
日
、
時
間

外
受
診
を
さ
け
よ
う

深
夜
、
休
日
、
時
間
外
受
診
は
通
常

の
医
療
費
の
ほ
か
に
割
増
料
金
を
と
ら

れ
ま
す
。

平
素
の
注
怠
で
、
こ
う
い
う
時
間
の

叉
診
は
な
る
べ
く
避
け
た
い
も
の
で
す
。

交
通
事
故
に
あ
っ

た
ら
必
ず
届
出
を

交
通
事
故
の
よ
う
に
、
第
三
者
の
行

為
で
ケ
ガ
を
し
た
り
病
気
に
な
っ
た
場

合
、
相
手
と
一
示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国

保
ヘ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

こ

丈

夫

で

健

康

な

赤

ち

ゃ

》
リ
ィ

l

ん
を
望
む
の
は
、
だ
れ
に

民

け

も

共

通

の

こ

と

。

丈

夫

な

た
寸
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め
、

f
い
こ
れ
か
ら
わ
母
さ
ん
に
な

j
、

i
る
方
が
た
は
、
次
の
ご
と

生

引

を

心

が

け

て

く

だ

さ

い
0

1Fr一
仏
@
妊
娠
し
た
と
思
っ
た

J
ぺ

1
ら
、
い
め
に
医
師
の
診
断

y
f
司
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

や

則

@

妊

娠

を

隠

さ

な

い

こ

ト
つ
調
と
。
と
く
に
産
科
以
外
の

と
強
診
察
を
受
け
る
と
き
は
、

活

健

妊

娠

し

て

い

る

こ

と

を

必

ち
会
保
ず
医
師
に
告
げ
ま
し
ょ
う
o

U
』
子
@
十
分
な
休
養
を
と
り
、

1
/
母
よ
く
限
り
ま
し
ょ
う
。

丈

@

適

度

な

運

動

を

心

が

け
ま
し
ょ
う
。
激
し
い
運

動
や
過
労
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
運
動
不

足
も
禁
物
で
す
。
散
歩
な
ど
で
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

@
毎
日
の
食
事
は
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
考
え
、
タ
/
パ
ク
吹

や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
、
ビ
タ
ミ
ン
を

た
く
さ
ん
台
ん
だ
食
品
を
ト
分
と
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
妊
娠
す
る
と
便
秘
が

ち
に
な
り
ま
す
。
繊
維
質
の
肝
菜
な
と

を
多
く
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

@
胃
腸
薬
や
か
ぜ
薬
な
ど
、
い
楽
を
飲

む
必
要
が
あ
る
と
忠
わ
れ
る
と
き
は
、

医
師
に
相
淡
し
ま
し
ょ
う
。
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第
四
団
長
浜
音
頭

踊
り
大
会
が
、
八
月

今
一
十
一
日
、
木
町
尚

庖
街
で
行
な
わ
れ

た
。
年
々
参
加
者

も
増
え
て
今
年
は
、

農
協
、
銀
行
回
、
省

報
電
話
局
、
青
年

間
、
昭
和
サ
ボ
ア
、

役
場
な
ど
卜
四
述
、

お
よ
そ
四
百
六
十

人
が
参
加
し
て
、

本
町
通
り
を
練
り

歩
き
、
夏
の
夜
の

ひ
と
と
き
を
楽
し

く
過
ご
し
た
。

夏
の
夜
を
楽
し
く

j
E
R
浜
昔
頭
踊
り
大
会
1

…一一一一………Jレポ・町の歴5e………四一一…一…尚一一一一一一

大
洲
;
長
浜
線
が
浸
水

ー

台

嵐

日

号

1

八
月
二
十
七
日
上

陸
し
た
台
風
日
号
は

本
町
に
も
被
害
を
及

ぼ
し
、
県
道
大
洲
1

長
浜
線
で
八
多
喜
か

ら
米
津
に
か
け
て
道

路
が
浸
ぶ
し
通
行
止

と
な
っ
た
。
こ
れ
は

肱
川
の
増
水
に
よ
る

も
の
で
、
白
滝
・
比
木

地
以
で
は
床
上
浸
水

五
棟
、
版
下
浸
本
十

同
僚
、
田
畑
の
一
泊
中
小

間
十
一
二
.
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
な
ど
の
被
害
が

で
た
。

内
E

滝
保
育
所
で
は
、
四
歳
、
五
歳
児
を
対
象

に
九
月
四
日

1
五
日
、
九
日
宿
保
育
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
は
家
族
か
ら
離
れ
て
友
達
や
保
母
と
協
力

し
あ
い
、
身
の
ま
わ
り
の
事
が
自
分
で
や
れ
る

喜
び

を
味

わ
っ

た
り
、

友
達

と
の
ふ
れ
合
い
を

深
め
、
お
互
い
に

助
け
あ
っ
て
喜
び

を
分
け
あ
う
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
を

知
る
円
的
で
開
い

た
も
の

]口口口口口口口口口口口口口口口
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ニ
つ
子
ナ
ス
誕
生

1
下
須
戒
の
山
口
さ
ん

l

ド
須
戒
の
山

U
道
同
力
さ
ん
の
畑
で
今
二
つ
子
の
ナ
ス
が
み
つ

か
り
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
息
子
さ
ん
夫
婦
に
は
結
婚
し

て
七
年
ぶ
り
に
子
供
が
誕
生
し
て
、
め
で
た
い
こ
と
が
重
な

m

じ

に

た

か

さ

ん

り
、
近
所
の
人
達
は

J
古
川
士
、
ム
鷹
、
:
ム
ナ
ス
ビ
」
で
、

ほ
か
に
も
い
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

募
金
趣
意
の
「
波
一
退
勧
化
簿
L

を
木
版

印
刷
し
て
諸
方
に
配
布
し
た
。
し
か
し

A

し
ん

こ
れ
だ
け
の
大
事
業
で
あ
る
。
自
普
請

で
藩
の
御
普
請
で
は
な
か
っ
た
が
、
当

然
そ
れ
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大

洲
藩
は
、
郡
内
の
庄
屋
二
一
卜
六
人
を
波

戸
新
築
勧
化
の
世
話
方
に
任
命
し
、
村
々

か
ら
出
銀
さ
せ
た
。
右
の
金
額
は
一
応

藩
費
で
立
て
答
え
、
五
年
賦
で
出
銀
さ

せ
て
い
る
。
新
谷
務
へ
も
助
勢
を
申
し

入
れ
、
三
年
賦
の
市
銀
と
な
っ
た
。
源

左
衛
門
ら
は
、
吉
出
、
宇
和
島
藩
へ
も

領
内
募
金
を
願
い
出
て
い
る
。

源
左
衛
門
は
長
浜
に
居
を
構
え
、
お

よ
そ
五
年
の
年
月
を
か
け
て
西
波
一
戸
百

二
十
問
、
東
波
戸
六
十
問
、
一
文
字
波

戸
八
十
聞
の
長
浜
新
港
(
左
港
)
が
築

き
あ
げ
ら
れ
た
。
現
在
の
長
浜
港
の
は

ビ
ま
り
で
あ
る
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

奥
野
一
線
左
衛
門
、
長
浜
波
戸
を
構

一
築
す
る
。
(
斤
二
十
一
二
年
前
)

源
左
衛
門
は
、
喜
多
郡
宇
津
村
松

一
野
(
現
在
大
洲
市
)
の
農
家
の
生
ま

一
れ
で
、
青
年
の
こ
ろ
大
洲
藩
の
足
軽

圃
と
な
り
、
藩
土
松
田
正
平
の
若
党
に

も
な
っ
た
。
主
人
の
参
勤
交
代
の
お

一
供
に
従
っ
て
江
戸
に
上
っ
た
時
、
木

蟻
の
消
費
と
価
格
に
驚
き
、
そ
の
利

を
知
っ
て
帰
郷
後
、
侍
を
や
め
て
、

一
板
野
で
採
蝋
業
を
起
こ
し
た
。
九
州

か
ら
、
は
ぜ
苗
を
取
っ
て
帰
り
、
川

一
船
で
沿
岸
ヘ
配
り
、
栽
培
し
た
も
の

一
を
川
船
で
集
め
、
奥
田
屋
の
商
号
で

長
泣
い
港
か
ら
三
島
丸
、
和
霊
丸
の
二

船
で
領
外
に
移
出
し
て
、
村
一
番
の

金
持
ち
と
な
っ
た
。

こ
の
源
左
衛
門
が
い
つ
も
考
え
て

い
た
こ
と
は
、
海

運
の
ト
し
で
そ
の
拠

点
と
し
た
長
浜
に
、

一
波
戸
の
な
い
危
険

一
さ
と
不
便
さ
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
彼

一
は
長
浜
の
外
浜
、

明
神
の
浜
に
波
戸

一
を
構
築
す
る
大
願

一
を
発
起
し
た
の
で

一
ふ
め

λω

。
源
左
衛
門
は
私

財
投
入
の
覚
悟
で
、

一
長
浜
波
戸
方
菅
野

一
清
三
郎
ら
と
藩
に

一
願
っ
て
許
可
を
得
、

安
政
六
年
二
八

一
五
九
)
四
月
、
設

一
計
聞
を
つ
ぐ
り
、

長浜新港図



9 

主三E箇圃置盤霊室盟

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

国

民

年

金

表彰。お知らせ E籾時「←~

九
月
八
万
ま
で
の
国
民
年
余
以
険
料
は

も
う
納
め
ま
し
た
か
。
納
め
忘
れ
が
な

い
か
、
も
う
一
一
度
合
篠
か
め
く
だ
さ
い
。

ま
だ
納
め
て
け
な
い
人
は
、
月
末
ま
で

に
納
め
ま
!
f
7
0

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
ま
せ
ん
と
、
万
一
、
病
気
や
け
が
を

。
)
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
不
幸
に
し

て
こ
、
王
人
を
亡
ノ
¥
主
れ
と
と
き
の
母
子

年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ

ru
く
な
る
ば
か

り
か
、
長
期
間
保
険
料
を
滞
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
将
来
、
老
齢
年
へ
↓
一
が

受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
三
ー
て
一
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

毎
日
、
二
町
、
三
む
ま
で
す
。
い
よ
い
よ

忙
し
い
農
繁
期
の
、
ン

l
ズ
ン
で
す

最
近
は
、
稲
刈
り
機
、
耕
運
機
も
た

型
化
し
ご
い
ま
す
が
、
専
の
よ
う
に
ほ

JE--宣言一一一三三一一一五三三==コ===-=z一一主主二二三=三喜一三一三=i一三二三一一:=三=三三一Z=三一三]二三一一一一三三三一
z
i一ZEE-至宝一三三二一一-三一三三玉三==ZEE-一=一一三三二三三三z==一

月

l
u
、
松
山
市
民
会
的
で
聞
か
れ
た
洲
市

J

第
ト
五
日
川
県
老
人
ホ
B

ム
大
会
の
席
し
し
、
〔
将
棋
A
級
〕
一
江
一
流
回
日
間
男
(
八
幡

渡
部
じ
郎
県
社
会
福
担
協
議
会
長
か
ら
浜
市
)
②
谷
本
義
春
(
大
洲
市
)
③
鎌

山L
一
謝
状
が
長
与
さ
れ
ま
i

工ノ一
J

団
法
行
(
八
幡
浜
市
)

[
将
棋
B
級
〕
①
酒
井
義
品
(
長
浜
)

&
池
浦
繁
利
(
長
浜
)
③
坂
本
四
日
一
一
長

丑
υ
)

表
彰

一叫Jι

松
本
照
子
さ
ん

冨
岡
ト
シ
コ
さ
ん

模
範
老
人
と
永
年
勤
続

一
戸
手
里
子
」
¥

E
f
t
-
↓i
k
Fノ

ホ
ー
ム
白
山

印
刷
の
松
本
照

示
さ
ん
毛
五
)

は
模
範
老
人

と
し
て
、
ま

た
冨
岡
ト
シ

づ
合
/
ル
(
五
五
一

は
、
タ
タ
年
に

わ
た
り
岳
人

福
社
施
口
に
勤
務
し
、
老
人
福
祉
の
向

上

守

あ

っ

た

こ

と

に

よ

り

、

九

松本照子さん

匂蜜奪還宝

富岡トシコさん

盟盤~亙

も
ー
¥
過
去
の

保
険
料
ド
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
き
は
、

一
一
年
前
ま
で
の
分

で
あ
れ
ば
、
松
山

社
会
保
険
事
務
所
日
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も

う
一
度
調
べ
ま
し
ァ
7
。

踏
切
事
故
防
止

に
ご
協
力
を

第

科

目

夏

季

囲

碁

将

棋

大

会

囲
碁

B
級
の
部
で

中
田
さ
ん
が
優
勝

第
-
二
十
四
回
夏
季
囲
碁
将
棋
大
会
が

へ
月
卜
六
日
、
町
体
育
法
に
わ
け
て
閉

山
ぶ
さ
れ
ま
し
た
。
愛
好
者
心
よ
そ
三
十

五
人
が
集
ま
っ
て
、

A
市
川
(
二
良
川
上
)
、

B
m
ヘ
初
段
以
下
)
い
分
か
れ
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
を
}
た
。

成
和
は
次
の
通
り
。

(
囲
碁
A
級
〕
①
高
旧
善
一
一
一
郎
(
川
山
内

町
)
お
藤
岡
喜
代
夫
(
下
須
戎
)
、
3
)
鎌

田
正
行
(
保
内
町
)

〔
囲
碁
B
級
一
一
別
中
田
正
直
(
『
仁
老
松
)

②
堀
江
宇
佐
へ
大
洲
市
)
③
石
川
仁
(
大

日
使
う
も
の
で
な
い
た
め
、
逆
転
は
た

い
へ
ん
だ
と
回
り
い
ま
す
。
稲
刈
り
機
、

耕
運
機
で
た
ん
ぽ
へ
の
行
き
帰
り
に
、

踏
切
を
渡
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
、
速
度
が
遅
く
、
車
体
が
長
い

た
め
時
間
、
が
か
か
り
、
た
右
の
確
認
も

で
き
に
く
い
も
の
で
す
o

踏
切
を
渡
る

と
き
は
、
で
き
る
だ
け
准
か
に
誘
導
し

て
も
ら
一
っ
て
、
十
分
余
裕
を
も
っ
て
渡

っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
線
路
近
く
に
た
ん
ぼ
が
あ
っ

て
、
小
さ
い
L
J
供
さ
ん
合
口
凡
な
が
ら
農

作
業
を
す
る
ど
さ
が
あ
る
と
忠
い
ま
す
c

忙

L
い
た
め
、
子
供
さ
ん
か
ら
円
を
離

し
が
ち
二
な
り
ま
す
。
子
供
さ
ん
を
踏

切
や
線
路
近
く
で
遊
ば
せ
そ
い
よ
う
十

分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

第

5
田

町

民

テ

ニ

ス

大

会

榊
原
・
頼
永
組
が
優
勝

八
月
一
一
ト
二
日
、
長
以
中
学
校
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
第
五
回
町
長
一
7

二
ス
大
会

が
閣
か
れ
ま
し
た
ド
テ
ニ
ス
愛
好
者
お

よ
そ
川
十
人
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り

広
げ

h

勺
れ
た
結
白
木
、
男
子
の
部
で
は
、

榊
原
・
頼
永
組
、
ん
弘
子
二
部
は
山
中

友
沢
組
、
女
子
二
部
は
浅
田
市
取
組
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

一
男
子
の
部
]
①
頼
、
永
一
夫
・
榊
岡
市
啓

則
一
組
②
吉
岡
英
則
・
凶
村
博
組
③
上
崎

ム
肝
心
井
上
三
郎
祖

一
女
子
一
部
}
①
友
沢
一
美
・
山
中
久

美
組
②
円
行
清
美
・
清
L

小
川
万
江
川
相
③
阿

蘇
谷
美
和
子
・
笹
本
山
代
組

{
女
子
二
部
}
①
浅
田
美
鈴
・
東
山
?
J

組
②
石
岡
ア
ヤ

F

了
清
水
セ
ツ
子
組
③

大
塚
幾
下
・
川
台
、
山
明
美
組

第

問

田

町

民

体

育

祭

ザ
フ
船
出
海
、
4

レ
酢
豊
茂
、

帰
レ
は
長
浜
が
連
続
優
勝

ク
口
ッ
ケ
l
は
長
浜
呂

川
例
の
第
十
八
川
町
民
体
育
祭
か
八

月
一
卜
一
一
日
、
長
浜
中
学
校
、
長
所
小

学
校
、
長
浜
高
校
、
町
民
グ
ラ
ウ
/
ト

必
四
会
場
に
わ
か
れ
て
、
各
地
区
カ
ら

行
し
よ
そ
八
百
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
、
い
と

今
年
か
ら
六
十
尺
設
以

k
の
お
年
寄

り
に
よ
る
ク
ロ

y
う
i
の
種
目
も
加
わ

っ
て
、
熱
戦
が
繰
り
以
げ
ら
れ
た
叶
川
県
、

ノ
フ
ト
ボ
l
ル
一
市
は
出
海
、
二
川
は

大
和
、
閉
マ
j

ペ
し

l
ぷ

l
ル
一
山
は
豆

茂
、
-
一
部
付
附
生
、
山
川
人
パ
シ

l
ボ
l

ル
リ
ド
K

K
い
が
ソ
庁
、
れ
そ
れ
優
勝
し
ま
し
た

ま
た
、
む
午
寄
り
に
川
町
一
誌
の
ク
ロ
γ

ケ

i
は
、
長
浜
R
チ
l
ム
、
が
優
勝
し
ま

し
た
。

{
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
}
-
部

1
①
出

海
②
大
和
⑤
沖
浦
、
櫛
生
マ
一
部

l
①

大
和
A
②
長
浜
口
③
戒
川
、
大
和
B

[
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
}
一
部
H
H
仰
豊

茂
②
L
八
和
③
櫛
生
工
、
黒
田
マ
二
部
U

①

怖
生
②
白
滝
③
豊
茂
、
長
浜

{
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
}
⑦
長
浜
号
ム
7

坊
③
中
川
海
、
沖
浦

{
ク
ロ
ッ
ケ

l
}
①
長
浜

B
②
沖
浦
A

⑨
一
長
一
戸
八
、
一
げ
涼
B

第
四
因
子
供
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

大
和
子
供
会
が
優
勝

熱戦が展開されたソフトボールの試合

八

H-
一ト
i

凶
目
、
長
浜
中
学
校
で
第

十
九
川
子
伐
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
町
内
の
小
学
校
か
ら

十
一
チ

l
ム
、
・
お
よ
そ
百
六
ト
人
か
参

加
し
て
、
尖
兄
の
応
援
を
う
け
な
が
ら

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果
、
大
利

子
供
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
o

F

優
勝
〕
大
和
(
準
優
勝
〕
山
山
海
(
三

位
ゾ
長
浜
A
、
長
一
点
C

一
四
位
〕
衛
生
、

豊
茂
、
沖
浦

県

民

体

育

祭

第

日

田

郡

大

会

バ
レ
ー
な
ど

三
種
日
に
長
浜
優
勝

広
く
郡
内
化
氏
の
山
一
一
λ
ポ
i
ツ
を

泣
け
及
し
、
ス
ポ
ソ
伯
神
の
高
揚
と
体

々
の
向
上
を
ば
か
り
、
生
活
を
明
る
く

立
か
に
し
よ
う
と
す
る
目
的
で
、
九
月



ハ
リーム

五
日
、
長
浜
中
学
校
を
主
会
場
に
、
県

民
体
育
祭
第
十
三
一
回
事
多
郡
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

郡
内
か
ら
参
加
し
た
お
よ
そ
六
百
人

(
本
町
か
ら
は
十
五
チ
l
ム
・
百
人
)

が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
五
種

H
に
熱

戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
各
優
勝
チ

ー
ム
は
十
月
二
十
四
日
に
闘
か
れ
る
県

大
会
に
出
場
。

結
果
は
次
の
通
り
。

{
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
}
男
子

1
①
長
浜
A

①
河
辺
B
マ
婦
人
一
部
H
H
①
長
浜
B
一明

内
子
A
マ
婦
人
三
部

l-m五
十
崎
②
内

子

A
{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
}
①
内
子
B
①
内
子

A
 {

卓
球
}
男
子
H
H
①
内
子
A
①
長
浜
B

マ
女
子

1
①
内
L
J
②
長
浜

{
軟
式
庭
球
}
①
長
浜
B
必
内
子
A

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
}
男
子

1
じ
一
肱
川
②

内

F
B
マ
女
子
J
①
五
十
崎
②
内
チ

(有j岸本印刷印刷Bi'J和57年10月1日発行(毎月 1日発行)

争犠ぞ
寄付採納

昭和57年10月号

故
山
山
安

男
さ
ん
代

理
・
下
須

戒
九
卜

L

ハ

反
の
下
山

案
生
さ
ん

(
四
四
)
・
:
掛
時
計
を
役
場
ヘ
。

。
高
岡
ス
ギ
さ
ん
代
理
・
下
須
戒
九
十

八
区
の
竹
内
タ
ツ
コ
さ
ん
(
六
五
)
・
:
施

設
整
備
資
令
と
し
て
現
金
百
万
円
を

養
護
老
人
ホ
l
ム
白
山
間
へ
。

O
長
浜
の
矢
野
ス
ポ
ー
ツ
官
:
・
学
校
ス

ホ
i
ツ
用
品
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ほ
か
(
十

四
万
一
千
九
百
円
相
当
〉
売
長
浜
中

学
校
ヘ
。

O
全
国
心
身
障
害
児
福
祉
財
川
理
事
長

太
宰
悼
邦
さ
ん
-
:
ふ
れ
あ
い
紙
芝
居

一セ

y
卜
を
役
場
住
民
課
へ
c

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

集
中
豪
雨
義
援
金

長
浜
町
日
赤
奉
仕
団
の
さ
協
力
に
よ

っ
て
、
昭
和
ム
十
七
年
七
月
の
集
中
豪

雨
義
援
金
十
四
万
七
千
三
百
十
八
円
が

ょ
せ
ら
れ
、
日
本
赤
十
字
れ
愛
媛
県
支

却
を
通
じ
ご
呪
地
被
災
者
の
方
々
の
と

め
に
送
金
い
た
し
ま

L
た。

ま
た
、
長
浜
町
職
員
組
合
も
町
職
付
、

を
汁
象
に
義
援
金
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

七
万
仁
子
円
が
集
ま
り
、
南
海
放
送
を

通
じ
て
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

教)!語住

所

¥

今

坊

/

仁

久

ヘ
長
浜

/
大
洲
市

お

誕

生

で

と

う

グ

8
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

下

須

戒

前

川

治

重

長

女

小

百

合

仁

久

小

川

防

一

長

男

晋

平

上

若

松

鎌

田

勉

長

女

賞

世

美

長

浜

二

zH

楊

川

長

男

大

起

戒

川

宮

本

増

憲

二

次

温

/

了

戒

川

宇

都

宮

辰

生

一

一

女

恵

長

浜

小

西

山

典

一

一

男

ト

八

介

上

老

松

亀

岡

勇

二

女

岡

田

沖

浦

谷

口

孝

四

男

裕

氏

名

婚

掘

居

時

隼

齢

地

問

斉

つ

一

二

~

阿
部
多
美
子
一
一
ム
)

石

出

武

可

(

二

一

)

川

田

悦

子

(

二

六

)

お
く
や
み

8
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

沖

浦

川

上

キ

ミ

J

1

(

七
四
)

長

浜

川

小

ス

ミ

γ
一
(
九
九
)

出

海

中

田

キ

ナ

ヱ

(

五

九

)

豊
茂
菊
地
マ
ス
エ
(
七
一
二
)

下

須

戒

宮

本

幸

典

(

四

九

)

仁

久

阿

国

キ

ワ

子

(

七

六

)

聞な電話 | 
毎日の暮らしや制士事に、

電話し上いまや生活の必需品

となりましたへ電報屯話局

では、 f号本!fによ η{更利に(1')でいただくため、い

ろいろ便利な 44話機を用立しております。なお、

電話についてのご注丈、ご相談に応じますので、

お気軽に下記電話をご利用ください。

伊予長浜電報電話局 TEL2-0000(着信無料) l 

ト

問
。

F
F
F
S
F
F
F
F
F
S
F
P
S
F
F
S
F
F
F
8
8
8
P
F
F
F
F
F
F
F
F
F
S
F
F
F
F
F
F
F
F
F
P
F
F
F
F夕
食

P
F
F
S
F
S
F
S
F
S
F
P
F
F岡
山
田
町
田
口
問
。

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
5
8

広報ながはま

美術の干火に先駆けで過ケる 8

月、棄しげ人情と文化の町づく

り売目指すわが長J兵田Iに文化協

会が生まれた。町内各地域の文

化団体-グルーフ0 ・サークル等々

当日参集された顔ぶれの多彩さ

に長炉、支{ヒ活動の限強さを7、日ら

されたと当日、凶旧元町長の祝

辞に「珍しい良いことに着目さ

れ、 rnT民遠のグループ活動をま

とめて文化情争力の進化を問つで

行三うとされるごとはとけへん

たいことでめでた1，'0 最近、人

間関係が密になってきた三とは

喜ばしい。同時に文イヒ l.äJ~t が活

動乙')拠となってくることは大切

なことである。バラエテイに富

んだ文化組常、町民会館が必要

で、今年10Hか11月 I~原案が提

案される予定で¥それと相まつ

ご進めるように発展飛躍を祈っ

ている」 との宇児書幸をJJ'!き、 われ

われを励まされたので&)る。今

こそ最 kの秋、 20に余る部門の

グル プがそれぞれの特長会伸

ばし、 Iぶ兵町独特の文化づくり

を根気よく続けてゆきたいもの

と自分にいい聞かせた。ぞ十:み出

すことそf容易で、はないが、主ま

れたものをより ;'c派に成長させ

る根気と努力が必要であろう

会長も決まり、協会什組みも立

派に出来た長浜町文化協会の土

台を、皆の総力でゆるがぬもの

にしたいと願う A まかがよふひ

かりたむろにlh鳩らが;手しいま

まなる飛のさ子けさ(茂吉)

編

集

後

言己

実
り
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
:
・
今
年

は
和
の
倒
れ
も
少
な
く
、
み
か
ん
、
ぶ

ど
う
、
か
き
、
キ
ィ
ウ
ィ
な
ど
く
だ
も

の
の
多
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

ね

ま
た
、
お
月
見
、
秋
祭
り
、
虫
の
音

な
ど
詩
に
な
る
情
緒
豊
か
な
で
き
ご
と

が
多
く
、
夏
の
疲
れ
を
と
っ
て
、
人
生

に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
町
の
将
米
に
つ

い
て
じ
っ
く
り
考
え
て
み
た
い
も
の
で

す。
九
月
号
五
ペ
ー
ジ
の
長
寿
番
付
表
の

う
ち
、
東
(
男
)
の
酒
井
松
美
さ
ん
は
問

(
女
)
、
六
ペ
ー
ジ
の
明
る
い
選
挙
を
め

ざ
し
で
の
記
事
の
う
ち
、

P
T
A
連
合

会
副
会
長
白
形
友
江
は
長
浜
小
P
T
A

副
会
長
白
形
友
江
の
誤
り
で
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

人口世帯数

楽しく件みよい町、豊かで働きがいのある田I

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

9月 1日現在 前月との比阪|

12，667人 2人憎
人 口 (男 6，015人) (U譲)女 6，652人

世帯数 九，876世帯 1世帯減

輔


